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【
新
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
】

～
権
野
　
勇
一
　
青
年
部
委
員
長
～

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
対
し
て
多
大
な
る
ご
理

解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
般
開
催
さ
れ
ま
し
た
通
常
総
会
に
お
き
ま

し
て
委
員
長
と
し
て
承
認
さ
れ
、
責
務
の
重
さ

を
感
じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
青
年
部
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
る
よ
う
、

精
一
杯
努
め
よ
う
と
気
持
を
新
た
に
し
た
所
で
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
で
す
が
、
昨
年
は
農
協
改
革
法
案
が
成
立
し
、
い

よ
い
よ
今
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
政
府
は
農
業

所
得
の
向
上
を
目
的
と
し
た
法
案
と
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
内
容
の
説
明

は
な
く
、
農
業
者
に
と
っ
て
は
不
安
の
残
る
中
で
の
出
発
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
お
い
て
は
昨
年
大
筋
合
意
さ
れ
、
今
後
は
国
内
で

の
承
認
手
続
き
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
農
業
分
野
以

外
の
医
療
や
工
業
製
品
な
ど
、
生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
影
響
を
与
え
る
も

の
で
す
。
農
業
問
題
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
分
野
に
お
い
て
も

盟
友
個
々
が
関
心
を
持
ち
、
自
ら
考
え
選
択
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
は
今
後
も
地

域
青
年
組
織
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、「
農
」
に
つ
い
て
率
先
し

て
考
え
実
行
す
る
組
織
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
青
年

部
活
動
が
活
性
化
し
、
地
域
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
盟
友
全
員
で
こ
の
よ
う
な
意
識
を
共
有
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
通
じ
て
盟
友
の
資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
青
年
部
に
つ
な

が
る
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

伝
統
あ
る
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
の
発
展
と
、
よ
り
一
層
の
地
域
貢
献
を
目
指

す
べ
く
一
年
間
青
年
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
第
45
回
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る
】

～
新
委
員
長
に
権
野
　
勇
一
さ
ん
（
林
中
地
区
）
～

　

２
月
13
日
（
土
）、
白
山
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
第
45

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
28
年
度
の
活
動
基
本

方
針
と
し
て
、「
あ
り
続
け
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
農
業
へ
の
理
解
と
推
進

を
柱
と
し
て
の
活
動
を
行
う
こ
と
を
重
点

事
項
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
活
動
報
告
・
収
支

決
算
、
新
年
度
役
員
改
選
な
ど
が
議
件
と

し
て
上
げ
ら
れ
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
平
成
28
年
の
新
役
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
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委
員
長　
　
　
　
　
　

権
野　

勇
一　
（
松
南
支
部　

林
中
地
区
）

副
委
員
長　
　
　
　
　

上
田　

伸
也　
（
中
央
支
部　

中
奥
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

東　
　

由
頼　
（
西
南
支
部　

石
川
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

川
向　

竜
也　
（
西
南
支
部　

宮
保
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

竹
垣　

賢
聖　
（
北
星
支
部　

出
城
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

数
馬　

誠
司　
（
松
南
支
部　

山
島
地
区
）

企
画
部
長　
　
　
　
　

小
山　

浩
之　
（
松
南
支
部　

林
中
地
区
）

農
業
理
解
促
進
部
長　

作
田　
　

涼　
（
中
央
支
部　

郷
地
区
）

地
域
交
流
部
長　
　
　

中
田　

慎
一　
（
西
南
支
部　

柏
野
地
区
）

代
表
監
査
委
員　
　
　

澤
地　
　

洋　
（
西
南
支
部　

笠
間
地
区
）

監
査
委
員　
　
　
　
　

堀
本　

外
司　
（
松
南
支
部　

山
島
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

藤
村　

成
晃　
（
中
央
支
部　

中
奥
地
区
）

【
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
優
良
支
部
・
地
区
の
決
定
】

～
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

優
良
支
部
・
地
区
褒
章
結
果
発
表
～

　

10
月
17
日
（
土
）、
Ｊ
Ａ
松
任
農
業
祭
２
０
１
５
で
、
展
示
の
４
支
部
に
よ

る
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
に
よ
る
一
般
投
票

が
行
わ
れ
、
一
般
総
投
票
数
135
票
の
内
59
票
を
集
め
た
松
南
支
部
の
作
品
が
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
て
、
各
支
部
・
地
区
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
【
最
優
秀
賞
】・
・
・
山
島
地
区

　
【
優
秀
賞
】・
・
・
北
星
支
部

　
【
優
秀
賞
】・
・
・
林
中
地
区

　

さ
ら
に
、
12
月
９
日
（
水
）、
中
央
支
店
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
の
青
年

部
年
間
活
動
の
結
果
と
な
る
優
良
支
部
・
地
区
の
選
考
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
年
間
を
通
じ
て
各
支
部
・
地
区
の
青
年
部
活
動
の
事
業
報
告
が
、
支
部
長
、

地
区
長
に
よ
り
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
、
地
区
の
作
成
さ
れ
た
活
動

報
告
書
は
努
力
が
見
受
け
ら
れ
る
も

の
で
、
選
考
結
果
は
、
以
下
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
【
最
優
秀
支
部
】・
・
・
中
央
支
部

　
【
最
優
秀
地
区
】・
・
・
山
島
地
区

　
【
優
秀
支
部
】・
・
・
・
松
南
支
部

　
【
優
秀
地
区
】・
・
・
・
林
中
地
区

　
【
優
秀
地
区
】・
・
・
・
宮
保
地
区

手作り看板コンクール
　最優秀賞の松南支部

写真コンテスト
　最優秀賞の山島地区




